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は じ め に

看護学生は，自分や家族の病気や死の体験などが
きっかけで，看護の道を志す者が多い��．また大学
生においては，自分や家族の病気や死の経験が心的
外傷になることが報告されている��．看護学生は，
大学生と同じ年代であり，大学生と同様の心的外傷
を経験していることが予測されるが，看護学生の入

学前の心的外傷に関する研究は見当たらない．
心的外傷とは，
������� ����������� 
�������

����（以下，
�
と略記）の ������診断基準に
よると「心的外傷とは実際に危うく死ぬ，または重
傷を負うような出来事を，一度か数度，自分または
他人の身体の保全に迫る危険を，その人が経験し，
目撃し，または直面したこと」と定義されている��．
また心的外傷の概念は，金��により広義と狭義に分
類されている．広義の心的外傷経験とは，「本人に

とってそのときと同じ主観的な苦痛をもたらし続け
る経験」であり，狭義の心的外傷経験とは，「����
診断基準
（死や重篤な危険に曝され，強い恐怖や
無力感を感じた出来事）を満たし，さらに多くの人
にとって強い衝撃をもたらすような日常では見られ
ない出来事の経験」である．この心的外傷経験者は，
新たなショック体験がさらなる心的外傷経験になり
やすいため，心的外傷反応を低減させることは重要
な課題である．しかし，日常生活において経験する

可能性が高いと思われる広義の心的外傷に関する報
告は少ないため，本研究では広義の心的外傷経験者
を対象とする．
ところで，心的外傷反応を低減させる要因の �つ

としてコーピング（対処）が指摘されている��．コー
ピングとは，「ストレッサーを処理しようとして意
識的に行なわれる認知的努力（行動および思考）」で
あり，ストレスフルな状況への関わり方で主に接近
型と回避型に分類されている��．実証的な研究は，

 ����� ! "��#����が回避コーピングを心的外傷反

応の維持に影響していることを報告し，$���%��&'
"����� ! $��������(	�は，心的外傷反応から回復
する者は維持する者と比較して問題解決的なコー
ピングを用いていることを指摘している．わが国で
は，片畑��が大学生を対象に心的外傷的出来事に対
するコーピングを調査し，心的外傷反応が高いまま

持続している者は，諦めや回避への固執，物理的回
避を用いていることを報告している．これらのこと
から，適切なコーピングを用いることにより心的外
傷反応が回復し，心身の健康を促進することが考え
られる．しかし，看護学生の心的外傷的出来事に対
するコーピングについては全く報告がない．
以上のことより本研究では，分析 �において，看

護学生の看護学校入学前の心的外傷経験者数を確認
し，その内容を明らかにする．次いで分析 �におい

て，看護学生が入学前に経験した心的外傷的出来事
に対し，主にどのような対処法を用いてきたかを明
らかにする．

分 　析 　�

�．目 　的

看護学生の看護学校入学前の心的外傷の経験率，
心的外傷的出来事の内容を明らかにする．
��．方 　法

　�．対 　象


県内の看護学生（准看護学生も含む）�
�名．
　�．調査実施時期

�		)年 *～ )月の �ヶ月間．
　�．調査方法

無記名の質問紙調査（ �週間の留め置き法）に
よる．
　�．質問紙の内容

以下の項目について調査を行なった．
　（�）基本的属性

性別，年齢．
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　（�）���	診断基準 
に関する �つの質問項目��

質問項目は，以下の )項目である．
��「その出来事はあなた（もしくは他者）の生命を
脅かすものでしたか？」

��「その出来事によってあなた（もしくは他者）は
大けがを負いましたか？」
*�「その出来事はあなた（もしくは他者）の身体保
全の脅威となるものでしたか？」
)�「その出来事の最中や直後に，強い恐怖感，無力
感，恐れのいずれかを感じましたか？」
以上，各々の質問に対して �件法（はい，いいえ）

で回答を求めた．そして本研究では，長江ら �
�の
研究に従い，����の診断基準
 ��～ )�のうち，最

低 �つが「はい」と選択された場合を心的外傷経験
者とした．
　（�）看護学校入学前の心的外傷的出来事

看護学校入学前の心的外傷的出来事は，今でも思
い出すと苦痛や悲しみ等を伴う，最も傷ついた経
験��について自由記述で回答を求めた．
　�．倫理的配慮

同意は，回答をもって同意とすることを看護学生
に口頭で説明した．調査方法は，調査者自身が調査

の目的等の説明，調査用紙の配布を行った．回答済
みの調査用紙は，プライバシーの保護を重視して，
回答者自身が調査用紙と共に配布した封筒に入れ
て厳封してもらい，調査自身が回収した．また回答
は無記名，自由意志であり，回答しなくても不利益
を被らないこと，調査の途中でやめてもよいこと，
回答に際して気分不良等が生じた場合，精神科医が
フォローすること，データは，鍵のかかる棚に厳重
に保管し，研究後に調査者が責任を持って破棄する

こと，プライバシーの保護等を口頭と紙面上で説明
した．協力の得られた看護学校には，結果を報告す
ることを伝えた．
　�．分析方法

分析は，現役の看護学生 �名，看護学専攻の研究
者 �名，スーパーバイザー �名により，+,法に基
づいて分析した���．分類，統合は，全メンバーの解
釈に相違がないかを確認し，その妥当性を検証し，
合意を得た．

���．結 　果

　�．基本的属性について

看護学校入学前の心的外傷経験者は，���名であっ
た．そのうち記述内容が不明瞭な者を除き，��	名を
分析対象とした．分析対象者の平均年齢は，�	�-������
歳であった．男性は�*名，女性は�*-名であった．
　�．心的外傷的出来事について

収集された��	の自由記述について，+,法に基づ

く分析の結果，「大切な人間関係の崩壊」（�.�
-/），
「いじめの経験」（�-�**/），「家族，親密な友人，恋
人，恋人の家族の死」（�)�
-/），「学業上の失敗や
挫折経験」（.�
-/），「痴漢や性的ないたずら，誘

拐の被害経験」（-�**/），「深刻な病気・怪我，中
絶」（��../），「両親の不仲・離婚」（��**/），「地震
や火災等の被災経験や交通事故の加害・被害経験」
（��**/），「教員からの無理解な態度や体罰を受け
た」（)�		/），「ペットロス」（*�**/），「家族から
の虐待や無理解な態度」（*�**/），「家族や友人の病
気・事故」（��**/），「実家を離れて一人暮らしを始
めたこと」（��**/），「部活での挫折経験」（	�
-/），
「転校」（	�
-/），「家族の秘密を知った」（	�
-/），

「不道徳なことに触れた経験」（	�
-/），「人工妊娠中
絶のビデオを見た」（	�
-/）からなる��カテゴリー
が見出され，中でも「大切な人間関係の崩壊」が最
も多かった（表 �）．また心的外傷経験からの平均
経過年数は，.���年であった．
�
．考 　察

分析 �において，看護学生の看護学校入学前の心
的外傷的出来事の内容を検討した．その結果，看護
学生は「大切な人間関係の崩壊」が最も心的外傷経

験になりやすいことが明らかになった．佐藤ら ��の
報告では「家族の死」が最も多く，次いで「学業上
の失敗」が多かったが，今回は「大切な人間関係の
崩壊」が最も多く，その次に「いじめの経験」が多
かった．著者らは，看護学生が友人との人間関係を
ストレスとして自覚していることを報告したが ���，
本研究の結果，その対人関係の破綻が心的外傷経
験となっていることが明らかになった．このことか
ら看護学生には，友人との対人関係のストレス低

減を図れるような介入が重要であることが示唆さ
れた．
さらに看護学生は，「家族の死」「両親の不仲・離
婚」「家族からの虐待や無理解な態度」等，家族との
関係の中で心的外傷経験のある学生が多く，一般の
大学生より多いことが明らかになったことは特記す
べきことであると考える．
今後，看護学生の心的外傷経験に対する緩衝要因

について究明していくことが必要である．以上，分

析 �において看護学生の看護学校入学前の心的外傷
経験の内容が明らかになった．

分 　析 　�

�．目 　的

分析 �では，分析対象者の心的外傷的出来事に対
する主なコーピングを明らかにする．
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表 � 入学前の心的外傷経験の内容と経験率

　�．調査実施時期，調査方法，倫理的配慮，分析

方法

分析 �と同様である．

　�．質問紙の内容

看護学校入学前の心的外傷的出来事に対する主な
コーピングについて自由記述で記述を求めた．
���．結 　果

分析 �で得られた心的外傷経験者���名のうち，
コーピング方略の記述内容が不明瞭な者を除いた
��)名を分析対象とした．収集された��)の自由記述
について，+,法に基づく分類の結果，思い出さない
ようにしてきた等の「回避への固執」（�-�)�/），暗

いところには行かない等の「物理的回避」（�	��
/），
火の元には十分気をつけている等の「積極的行動」
（���*�/），我慢をする等の「諦め」（�����/），友達
や家族に話す等の「情動共有」（��
./），私にとって
いい経験だったと考えるようにする等の「ポジティ
ブ思考」（.�.-/），無理に忘れず感情のままにいる
等の「静観」（)�.)/），�人の時に泣く等の「感情の
表出」（��)�/）からなる .カテゴリーが見出され，
中でも「回避への固執」が最も多かった（表 �）．

�
．考 　察

分析 �において，看護学生の心的外傷的出来事に
対する，コーピングの内容と経験率を検討した．特
に看護学生は，「回避への固執」を心的外傷経験に対
するコーピングとして用いていた．大学生は，コー
ピングとして「情動共有」「積極的行動」が最も多
いことが報告されているが ��，看護学生の約半数
は「回避への固執」「物理的回避」を用いていることが

表 � 看護学生の入学前の心的外傷経験に対するコーピン
グ内容と割合

明らかになった．この原因として，対象の属性の違
いが反映した可能性があると考える．
 ����� ! "��#����は，回避型コーピングが心

的外傷反応の維持に影響していることを報告してい
る．また'先述したように，大学生は「回避への固
執」「物理的回避」「トーキング」「諦め」のコーピン
グを用いることで心的外傷反応が高いまま維持して
いることが指摘されている��．このことから心的外
傷反応が高い看護学生は，回避型コーピングを用い
ることによって心的外傷反応が維持している可能性
が示唆された．
分析 �の結果から看護学生は，心的外傷的出来事

を回避しようとして逆にその出来事に固執したり，
またその出来事を思い出す，そのものから回避しよ
うとするといったコーピングを多く用いていること，
さらには感情の表出が少ないことを明らかにしたこ
とによる意義は大きいと考える．
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表 � コーピングの各カテゴリーと象徴的な記述


．総合考察

分析 �において，看護学生の看護学校入学前の心
的外傷経験の内容が明らかになった．また分析 �に
おいて，心的外傷経験に対する，コーピング内容と
経験率が明らかになった．同僚同士や家族との自然
発生的な経験の語りがストレス緩和に役立つことが
報告されているが ���，経験を言語化し，感情の表
出や共有が重要と考える．しかし，分析 �の結果や
著者らの以前の研究結果と合わせて考えると，同年

代の同性や異性との人間関係によるストレスが大き
く，自分の内面をさらけ出すことは難しいと考える．
心的外傷を経験するとそれが脆弱要因となって複

合的に心的外傷を経験することが指摘されている．
また，看護師は職場において心的外傷を経験してお
り，心的外傷後ストレス障害のハイリスク者が存在
するという現状を考えると，学生のうちから自分自
身のメンタルヘルスに関心を持ち，健康な状態を維
持できるようなサポートが求められると考える．今

後，これらの心的外傷的出来事が引き起こす反応の
程度や脆弱・回復要因についてさらに究明していく
ことが必要である．
本研究の限界として，対象者が一部の地域の看護

学校を対象としていることが挙げられる．また本研

究は，看護学校入学前の最も傷ついた出来事と，そ
の出来事に対する主なコーピングに焦点化している．
そのため，複数の心的外傷的出来事を経験している
場合については経験率に反映されていない．そのた
め一般化するには慎重を要するが，有効なデータが
得られたと考える．

�．結 　論

�）看護学生は，看護学校入学前に多くの心的外傷
となる出来事を経験しており，��カテゴリーが見

出された．
�）看護学生は，「大切な人間関係（同性および異
性）の崩壊」が最も心的外傷経験になりやすい．

*）看護学生は，看護学校入学前の心的外傷経験に
対して様々なコーピング方略を用いており，.カ
テゴリーが見出された．
)）看護学生は，入学前の心的外傷経験に対する
コーピングとして「回避への固執」を最も多く用
いていた．

本調査に際し，研究趣旨をご理解いただき，ご協力くだ

さいました各看護学校の先生方をはじめ，学生の皆様方に

心より御礼申し上げます．そして，ご指導，ご協力いただき

ました徳島大学病院 　友竹正人先生に深く感謝致します．
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